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３ 一般会計主要事業の概要 
※事業費の後の（  ）書きは前年度当初予算額 

Ⅰ 魅力あふれる交流連携のまちづくり 

◎中心市街地整備の推進 

(公)土地区画整理事業（建設部 区画整理課）（新市建設計画） 

１，２９３，０００千円（2,800,000千円） 

    １ 事業目的 

都市施設の基盤整備と土地利用の再編により、駅前大街区を中心とした商業業務機能の集

積と良好な住環境の整備を行い、魅力あふれる「新都市拠点」を構築する。 

 

    ２ 事業年度 

       平成１０年度～２２年度 

 

    ３ 事業概要 

       □施行面積 ２７．８ha 

       □施行地区 坂井町、庄内町の各一部 

       □総事業費 約３００億円 

□進捗状況 Ｈ１９年度末までに約２１ha（75％）施工完了、３３０戸のうち先行買収分 

      も含め約３１０戸（94％）の移転補償が完了、事業費累計では２４０億円

（80％）が執行済みとなる見込み 

                

    ４ １９年度の事業内容 

       □工事費 ４３３，０００千円 

            ・道路築造 新居浜駅港町線ほか約４００ｍ 

            ・宅地整地 約１６，０００㎡ 

       □補償費 ７７０，０００千円 

            ・建物移転 １０戸程度 

            ・水道、電柱電線類移設 

       □委託料 ５０，０００千円 

            ・無電柱化工事委託 一式 

            ・実施設計 一式 

       □事務費 ４０，０００千円 

 

    ５ 財源内訳 

       □国 50％（110,000千円） 55％（275,000千円） 

□合併特例債 95％（823,300千円）（交付税算入率70％） 

□諸収入（1,240千円） □一般財源（83,460千円） 
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 (施)駅周辺整備計画策定費（企画部 駅周辺整備室） 

１８，８７２千円（13,816千円） 

    １ 事業目的 

JR新居浜駅周辺は、土地区画整理事業により良好な都市基盤が計画的に整備されているが、

商業・業務機能の誘致や大街区への核施設の導入（公共・民間）等都市基盤整備後の高次都

市施設の集積、賑わい創出の具体的計画が未定である。 

また、芸術文化施設PFI導入可能性調査報告書、駅前広場・シンボルロード整備基本計画

書等ソフト面の計画が作成されているが、市民・民間事業者に認識されていないことから、

市民の合意、民間事業者の参加・協力が得られる新居浜駅周辺の整備計画を策定する。 

 

    ２ 事業年度 

       平成１８年度～１９年度 

 

    ３ 事業概要 

       Ｈ１７年度に実施した「新居浜駅周辺地区整備基本調査」結果をもとに、新居浜駅周辺地

区整備の望ましいあり方を平成１８・１９年度の２か年継続事業として検討していく。 

 

    ４ １９年度の事業内容 

       ○事業化の具体的計画 

具体的な導入機能・ゾーニング・施設配置・整備運営計画・推進主体・事業手法 

○事業効果の検討 

社会経済効果の詳細把握・事業の意義・位置付け詳細設計 

○芸術文化施設の施設・設備・維持管理・運営等の具体的計画及びシミュレーション 

 

 ５ 財源内訳 

□諸収入（13,000千円）（市町振興協会交付金）□一財（5,872千円） 
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◎港湾の整備 

(公)港湾建設事業（企画部 総合政策課） 

１３３，３３４千円（353,334千円） 

    新居浜港務局が実施する港湾整備事業費のうち、一般財源分及び起債分について負担する。 

事業名 事業費 国費 県費 起債 一財 

改修（重要）事業 400,000 200,000 66,666 120,000 13,334 

（交付税算入率50％）  

 ※以下港務局ベースの事業費 

   ◇改修（重要）事業  ４００，０００千円（400,000千円） 

    １ 事業目的 

増大する貨物需要に対応した内貿ふ頭を整備するとともに、大規模災害時の緊急物資等の

輸送拠点となる耐震強化岸壁を建設する。 

    ２ 事業年度 

       平成１２年度～平成２５年度 

    ３ 事業概要 

       新居浜港東港地区に新たに－７．５ｍ岸壁（５千トン級）及び－５．５ｍ岸壁（２千トン

級）の２バースを整備し、内貿用一般貨物の取扱を行う。－７．５ｍ岸壁は、耐震強化岸壁

として整備し、大規模地震災害時の緊急物資等の輸送拠点とする。 

平成１２年度に事業採択され、調査設計を行った後、平成１３年度から本格的な工事に入

った。平成１５年度までに岸壁築造に必要なケーソン２０函が完成し、現在、床掘・浚渫及

び基礎捨石工の工事に入っている。 

    ４ １９年度の事業内容 

       □工事費 ３８５，０００千円 

            ・上部工 一式（48,000千円） 

            ・－７．５ｍ泊地浚渫工（337,000千円） 

       □事務費 １５，０００千円 

 

(単)単独港湾建設事業（企画部 総合政策課） 

                                 ５，４００千円（3,800千円） 

    １ 事業目的 

港湾の整備にあたり必要であるが、補助対象事業に該当しないため未整備の施設や、建設

後の経年変化により老朽化がみられる施設を、計画的に維持管理していくもの。これにより、

港湾の開発、利用及び保全を推進し、安定的な物流の確保を図る。 

    ２ 事業年度 

       平成１９年度 

    ３ 事業概要 

       港湾改修事業に伴い、東港灯浮標の移設工事を行う。また、バリアーフリー化をすすめる

ため、フェリーセンターの玄関を自動ドア化する工事を実施する。 

    ４ １９年度の事業内容 

       □負担金 ５，４００千円 
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◎都市間交流幹線道路網の整備 

 (単)新居浜駅菊本線改良事業（建設部 道路課） 

９０，０００千円（205,000千円） 

    １ 事業目的 

ＪＲ新居浜駅と北部市街地とを結ぶ南北幹線道路である本路線を、土地区画整理事業と連

携して一体的に整備する。 

    ２ 事業年度 

       平成１２年度～２０年度 

    ３ 事業概要 

       □市道金栄橋通り線～専売公社南通り線 

       □延長 ６１１ｍ 

       □幅員 １６ｍ 

    ４ １９年度の事業内容 

       □工事費 ８７，３００千円 

            ・Ｌ＝１８６ｍ（道路舗装工ほか）  

    □事務費 ２，７００千円 

 ５ 財源内訳 

    □市債（臨道特定）90％（81,000千円）（交付税算入率1/3）□一財（9,000千円） 

 

(公)西町中村線改良事業（建設部 道路課）（新市建設計画） 

２８７，０００千円（252,000千円） 

    １ 事業目的 

県道新居浜港線と上部東西線とを、国道１１号を経由して結ぶ上部地区の幹線道路であり、

一般国道１１号西之端交差点改良、県道の整備と連携し事業効果を高める。 

    ２ 事業年度 

       平成１６年度～２１年度 

３ 事業概要 

       車道の拡幅、右折レーン及び歩道の設置により渋滞緩和、自転車歩行者の安全を図る。 

       □国道１１号西之端交差点～大生院船木線（旧国道） 

       □延長 １７０ｍ 

       □幅員 ２０ｍ 

    ４ １９年度の事業内容 

       □補償費 ２１５，３００千円 

            ・Ｎ＝４件 

       □用地費 ５２，７００千円 

            ・Ａ＝５８５㎡  

□委託料 ８，０００千円 

            ・補償費算定 

□工事費 １，０００千円 

□事務費 １０，０００千円 

    ５ 財源内訳 

       □国 55％（110,000千円） 

 □合併特例債 95％（168,100千円）（交付税算入率70％）□一財（8,900千円） 


